
歳入 （円）

項目 R5 R6 R7

雑入（図書館） 8,630 32,210 44,340

合計 8,630 32,210 44,340

歳出 （円）

項目 R5 R6 R7

非常勤職員報酬 4,500 0 0

報償金 43,200 41,400 43,200

消耗品費 4,990,499 4,793,418 4,905,675

光熱水費 2,259,899 2,668,962 2,465,773

修繕料 326,810 57,200 822,800

通信運搬費 91,868 164,945 223,200

手数料 40,000 40,000 81,202

保険料 6,296 6,444 6,622

業務委託料 10,352,480 11,188,480 12,865,280

使用料及び賃借料 33,000 33,000 33,000

工事請負費 770,000 0 0

備品購入費 13,000 0 676,500

負担金 10,000 10,000 10,000

合計 18,941,552 19,003,849 22,133,252

図書館



利用人数 （人）

項目 R5 R6 R7

利用人数 23,499 23,412 21,886

蔵書冊数

項目 R7

一般書 約46,660冊

児童書 約28,270冊

合計 約74,930冊

その他

項目 R7

逐次刊行物 約600冊(常時)

視聴覚資料等 約300点

備考

備考
【内訳】
・開架 約35,000冊
・閉架 約11,660冊

【内訳】
・開架 約20,000冊
・閉架 約8,270冊

①現在、一般書及び児童書を合わせた開架冊数は約5.5万冊であるが、複合交流施設における図書館機能として
は、約5万冊を想定している。

②開架冊数を約5万冊に整理した上で、そのうち上限1割に当たる5千冊について、図書の更新を予定している。
（一般書：約3,200冊、児童書：約1,800冊を想定）

※蔵書冊数の定量的な基準は目安であり、図書機能の質及び価値の向上、効率的な観点から、最適と判断する
水準を提案するものとする。（要求水準書参照）

【内訳】
・開架 約55,000冊
・閉架 約19,930冊


